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 平成 25 年度から 3 年間、独立行政法人日本学術振興会の補助金を得て挑戦的萌芽研究
「「リーダーシップ教育」の日本モデルの研究」を実施した。本叢書はその調査結果を纏
めた一部である。「一部」であるという理由は、海外約 20 校、日本国内 10 校の訪問調査






年）、セント・ポールズ（1509 年）、シュルーズベリ （ー1552 年）、ウェストミンスタ （ー1179


















語の publicae scolae（Board of Education. The Public Schools and the General 
Education System. London:HMSO, 1944:106-124）に由来し、その定義は、広義の意味
では、1944 年の教育法で使用された公立学校とは別の学校制度にある「独立学校






ー・スクールの一種で（Lawton 1975、Green 1990、空本 1969）、1942 年のフレミング
委員会（Fleming Commission）が公刊した報告書の中で述べるところの、1869 年に設置
された校長協議会（Headmasters’ Conference、現在は headmasters’ and Headmistresses’ 









































































公務員 50 61 
高等裁判所及び裁判官 83 83 
弁護士 89 89 
イギリス国教会司教 59 71 
大使 69 82 
大保険会社の取締役 92 50 
銀行の取締役 70 47 
銀行の会長 83 67 
イングランド銀行の取締役 78 89 
証券会社の会長 88 59 
40 大企業の取締役 66 40 


































 2015 年現在では、以下の様な種類の学校が存在している。 
●アカデミー 
①フリー・スクール  ②伝統的アカデミー  ③アカデミー転換校 
 
表 2 一科目以上の資格を有取得/無取得で 
   離学した生徒の割合（％） 
 A レベル O レベル 無資格 
1970 年 17 34 44 
1992 年 30 64 7 
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1 通学制であったセント・ポールズ校とマーチャント・テイラーズ校を除く 7 校を「グレ
イト・セブン」とも呼ばれている（鈴木秀人 2002:186）。 




4 1944 年の教育法（1944 Education Act）では義務教育終了年齢は、15 歳とされ、その後、
1972 年に 16 歳に引き上げられた。2008 年の教育・技能法（Education and Skills Act）
第１、２条では、18 歳まで離学年齢が引き上げられ、義務教育終了（16 歳）後の 2 年間に
ついては教育・訓練が義務化された。 
5 教育・技能法案において、義務教育終了年齢が、16 歳から 18 歳に引き上げることが示





7 小学校は 5歳から 11 歳の学童を、中等学校は 11 歳から 18 歳の生徒を収容する。 
8 前期準備学校は 5 歳から 8 歳の学童を、準備学校は 8 歳から 13 歳の生徒を収容する。 
9 これは、大学入学資格試験である教育資格一般認定（General Certificate of Education: 
GCE）試験の準備教育を主として行う学年で、一般に 16 歳で GCE 試験普通レベル（Ordinary 
Level）合格後、さらに2年から3年の学習を続ける中等学校最上級学年のことを意味する。
この期間に、高等教育機関進学に必要な GCE 試験上級レベル（Advanced Level）受験のた
















創立年 1895（明治 28）年 
学校形態 私立・完全一貫性  
男女比 男子校 
学費 月額 40,200 円 
学費内訳： 授業料 年額 482,400 円  維持費 年額 120,000 円 
実験実習費 年額 51,600 円  施設設備費 年額 82,000 円 
生徒活動費 年額 7,160 円  PTA 会費 年額 4,800 円 
学生数 中学校：913 名 
 
【麻布学園】校歌・校章 
麻布中学・高等学校校歌    
作詞 ： 森 六蔵 他 





２．蓬（よもぎ）にすさぶ 人の心を    
矯めむ麻の葉 かざしにさして   
























































学年会で、中学 1 年生の学年会から高校 3 年の学年会までで、1 クラス正・副 2 名の担任















































































専任は校長、司書、養護教諭を含め 92 名です。卒業生はその中で校長含め 12 人で、私
学としては少ないでしょう。2000 年に 6 クラスから７クラスになり、６学年で 42 クラス
あるので、正・副担任で 84 名となります。校務主任、教務主任、校長は担任を持っていま
せん。1800 人に対して 92 名の教員となり、大体教員対生徒の割合は、１：20 人弱で、手












































の学校となり現在に至る。学年定員 220 名（編入なし）、専任教員 69 名（男性 31、女性
38）、講師 55 名（男性 12 名、女性 43 名）である（2014 年度現在）。 
鷗友の教育について、さらなる詳細を直接うかがうため、小口幸成理事長の協力を得て
2014 年 5 月 27 日に同校を訪問し、吉野明校長にヒアリングを行った1。いただいた資料2と































































クラスである。中２以上は１クラス 40 人ベースだが、中１はこれが 30 人となる。第 2 に
は、「3 日に 1 回の席替え」である。この理由は、女子の場合はクラス内での小集団の形成
が非常に早く、心理的に強い親密さがある一方で閉鎖的な関係が築かれる。それが小集団
間での人間関係トラブル、いじめなどにつながるために、未然にランダムにシャッフルし









































































































他講師が 30 名程度）、中学校は生徒定員 900 名（学年定員 300 名）で学級数 21、高等学
校が生徒定員 1,200 名（学年定員 400 名）で学級数 24、高校からの入学定員は 100 であ
る。学校長は基本的に開成 OB が就任しており、2015 年現在はハーバード大学元教授の柳
沢幸雄氏が担っている。開成の教育について、さらなる詳細を直接うかがうため、2014
年 8 月 8 日に同校を訪問し、葛西太郎教頭3にヒアリングを行った。いただいた資料4とヒ



































































ゼロであったが、公募をするようになり増えている。専任で 5 名、講師も入れて 15 名程









目では仮に受講希望者が 1 名になっても開講することを旨としている。 







 ここでクラス編成がポイントとなる。中学は 1 クラス 43 名が 7 クラス、高校では 1 ク









 まず、部活動・同好会活動が盛んで、強制ではないにもかかわらず、加入率は 9 割以上、
複数加入している生徒もめずらしくない。学業に支障が出ない範囲での活動とされており、
またいわゆる勝利至上主義や学園の知名度向上への貢献とも一線を画している。50 の部と








































































各学年 18 学級で、第 1 学年は各学級とも塾内推薦入学者と、受験による外部入学者とが
ほぼ同じ比率になるよう編成され、また第 2 学年に進級する時編成替えを行なっている。 
生徒数は、1年生が 706 名、2 年生が 726 名、3年生が 692 名の合計 2,124 名である（2015
年 4 月）。また、教員は、学校長 1 名、教諭 100 名、講師 43 名、事務職員 32 名、校医 3
名、カウンセラー3 名、看護師 1 名である。 
授業時間は 50 分単位とし、週 31 時間。始業は年間を通して 8時 20 分、終業は 14 時 50
分(木曜のみ 15 時 50 分)である。土曜は授業を行わない。試験は各学期末に定期試験を行





ールを模倣して作られたということです。2 年前の 2012 年から交換留学するようになり、







※居家 ＝ 家庭をおさめてゆくこと。※処世 ＝ 世間で暮らしを立ててゆくこと。※立国 



































面接委員は全教員で、一次で落とし、二次に行くのは 780 名となります。教員は約 100











































生徒生活担当、特別教育担当と 3 名主事がいます。主事は校長が任命。在職期間、原則 4









































創立年 1917（大正 6）年 
1920（大正 9）年 3 月に、故辰馬吉左衛門氏によって創設された
「財団法人辰馬学院甲陽中学校」に始まるが、その淵源は更に
1917（大正 6）年 2 月、甲子園に設立された故伊賀駒吉郎氏の「私
立甲陽中学」にまで遡る 
学校形態 私立 中高六年間の一貫教育 
男女比 男子校 
学費 授業料第 1 期 １・２年生 213,750 円  ３年生 184,050 円 
授業料第２期 １・２年生 180,250 円  ３年生 150,550 円 
授業料第３期 １・２年生 180,250 円  ３年生 150,550 円 
授業料第４期 １・２年生 180,250 円  ３年生 145,550 円 














- 中学校  国語200点 算数200点 理科100点 




剣道部 柔道部 サッカー部 水泳部 卓球部 テニス部 バスケットボール部 バレーボール部 
ハンドボール部 野球部 陸上部 アンサンブル部 グリー部 化学部 写真部 将棋部 生物部 
地歴部 美術部 物理部 文芸部 
   
【甲陽学院高等学校】その他の活動 




























































いのに、その人数の約 2 倍近くが医学部を志望しています。以前は１学年に 60～70 名く
らいは文系志望がいたのですが、現在は 40 名を切るほどの人数になってきています。こ
















役で合格した生徒が 45 名おりました。既卒生も含めると 67 名です。卒業生 195 名に対し

















































































































指導重点校、2004 年度よりスーパーサイエンスハイスクール（SSH、2015 年現在、3 期







































































して行われる城ヶ島巡検や 1 年生を対象としたホームルーム合宿が特徴的である。 




































【注】ウェブサイトの最終アクセス日は、いずれも 2015 年 11 月 19 日。 
 
 
２．７  灘中学校・灘高等学校 
（１）基礎情報 
【灘高校】 






学費 入学手続時：入学金 250,000円 施設費 250,000円 
授業料等：420,000円（中） 432,000円（高） 
学校維持協力金・冷暖房費・生徒会費等：約169,800円（年額） 


























陸上競技部 水泳部 硬式テニス部 ソフトテニス部 野球部 サッカー部 
ラグビー部 バスケットボール部 バレーボール部 バドミントン部 柔道部 
剣道部 卓球部 ワンダーフォーゲル部 ブラスバンド部 生物研究部 化学
研究部 物理研究部 数学研究部 地学研究部 E.S.S. 地歴研究部 鉄道研
究部 アマチュア無線研究部 囲碁部 将棋部 パソコン研究部 クラシック
研究部 グリー部 ソフトボール同好会 書道同好会 クイズ同好会 マジカ
ル同好会 文藝同好会 少林寺拳法同好会 社会科学研究同好会 写真同好会 
− 37 −














 二日間の入試ですが、算数の 1 日目は解答のみを求める問題で、短時間で沢山解いても
らう問題です。というのも、正確さも必要だからですが、2 日目は問題数を減らし、どう
いう過程で答に至ったのかを記述してもらいます。 


















 担当教員ですが、基本的に中学 1 年のときに、英・数・国・理・社・芸術・体育の各教











































































































表１   地域別生徒数（平成 26 年度） 








神戸 104 136 240 
芦屋 26 22 48 
尼崎 13  9 22 
西宮 53 70 123 
宝塚 17 20 37 
川西  6  7 13 
明石  7  8 15 
伊丹  5 10 15 
三田  1  5  6 
加古川  3  3  6 
姫路  7  8 15 




大阪市 58 76 134 
大阪北部 67 70 137 
大阪東部 37 38 75 




奈良 27 31 58 
京都 33 48 81 
滋賀・和歌山  9 19 28 
他府県 41 38 79 
計 551 661 1212 
− 41 −
で、これら校是に基づく灘の教育方針が以下の５つである。 
  １．自他共栄の精神に徹した健全な社会人を育て上げる 
  ２．自主性を養い強固な信念を育てる 
  ３．質実剛健をモットーとし勤労をよろこぶ習慣を養う 
  ４．運動を奨励し強靭な体力と明朗闊達なスポーツマンシップを育成する 
  ５．豊かな趣味を養い高尚優雅な品性を育成する 

































創立年 1878（明治 11）年 
学校形態 都立 全日制普通科  
男女比 共学 




































運動部：弓道 剣道 柔道 硬式野球 サッカー ラグビー 陸上競技 軟式テニス ソフトテニ
ス 水泳 男子バスケットボール 女子バスケットボール 男子バレーボール 女子バレーボール 
卓球 バドミントン ダンス 
文化部：生物研究 天文 音楽（合唱） 音楽（オーケストラ） 方角 軽音楽 作動 美術研究 























クラスはレベル分けしており、2 年生の数学 II・B は、1 クラスが「発展クラス」、もう
１クラスは「標準クラス」とレベル分けのクラスを設けています。ただ、一クラスが上位







本校の生徒は、東大志望が圧倒的多数を占めており、1 学年 320 名いるが、120 から 130
名は東大を第一志望としています。つまり、東大を目指す子弟が多い学校となっています
ね。その中でも医学部志望が年々増加しており、理 III に関しては 2013 年度は一学年一人

































一学年 320 名の中の約 20％が推薦で入学しますが、推薦では面接があります。今年度
は 63 名が推薦で入学しました。残りの 80％は学力検査のみで入学します。学力検査によ
る合格者の 9 割は得点と調査書で入学が決定され、1 割は当日の得点のみで決まり、調査













を、通常なら 6 年で異動するのですが、優秀な教員をさらに 5 年間長く残すことも可能で
す。この仕組みは非常に重要で、ありがたいものです。公募のメッセージ、うちはこうい
う教員が欲しいというメッセージを出し、手を挙げてもらうのです。 
















































































 高等学校：昭和 25 年（1950 年） 中学校：同 31 年（1956 年）  
ラ・サール高等学校とラ・サール中学校とから成り立ち、高等学校は昭和 25 年に、





サール会である。現在ではこの会によって世界 80 カ国にわたり、1,000 余の各種の
− 48 −
学校が経営され、修道士の総数は 8,00 人を超えている。日本では本学園のほかに函




学費 授業料 月額 37,500 円 
学生数 中学校：480 名（12 学級）   募集 160 名 













































































しては、月 1 回テストを実施しますが、1 回当たりの試験範囲は狭いですね。高校では朝









一学期に最低 1 回の各教科研究会、また、年 2 回の各学年の授業担当者会議を行ってい
ます。いじめ・問題行動も考慮し、中学生の担任と副担任による中学部会の会議が毎月行

























































 c. 寮生活の素晴らしさ 









大切に育てられている。各部屋の 3 年生の中から室長、階ごとに寮長が選ばれるが（1 つ
の階に 70 名前後）、寮長は中学生と高校生（今回インタビューを受けてくれた平野君と貝
原君）共に居り、中学生は 8 人部屋、高校生は個室である。寮教諭（寮の先生）は中学校
寮に 9 人、高校寮 6 人おり、交代で夜間も常駐する。新設された寮では、2 階から 4 階に



























在に至っている。現在の教職員数は約 140 名、生徒数（男子のみ）が約 1,800 名（学年定










































































































































































5  筆者は、2014 年 8 月 22 日に本校を訪問し、インタビュー調査を実施した。調査に応
じてくださった校長、副校長はじめ、関係者に感謝申し上げる。 
6  学校案内「知の探究」平成 28 年度版
（http://www.toyama-h.metro.tokyo.jp/gakkouannnai/annai.pdf）、特に 2 頁を参照。 
7  特に断りのない限り、インタビュー調査で得られた回答による。 







11  進路指導計画に関して、学校案内、6 頁、近年の大学入試合格実績について、「過去 5
年間の大学合格数推移」（http://www.toyama-h.metro.tokyo.jp/singaku/goukaku.pdf）
を参照。 
12  詳しくは以下を参照：「戸山高校クラブ活動」（http://www.toyama-h.metro.tokyo.jp/） 
13  参照：戸山高校生徒会（http://www.toyama-h.metro.tokyo.jp/） 
14 平成 27 年度 大学合格者数 http://www.moon.sphere.ne.jp/nada-h/2015goukaku.pdf 



















とされ、現在も完全寄宿制を維持している男子校である。13 歳から 18 歳の生徒が学んで







さて報告者は、2013 年 6 月 10 日ウィンチェスター校を訪問した。報告者単独で訪問し、
面接調査を実施した。インタビュー協力者は元教員／元副学長であり、インタビュー当時、
























験の選択肢が出てきた。たとえば Pre－U（Cambridge Pre-U）や IB（International 
Baccalaureate）が挙げられ、従来の A レベル、AS レベル、GCSE だけではなく、近年
新たに出てきた様々な試験にもウィンチェスター校は積極的に対応している。シックスフ
ォームに入る前の、16 歳に受験する公の試験である GCSE も、従来の GCSE に加え、よ
り難易度の高い IGCSE（International GCSSE）も出てきており、同校は対応している。 
しかしながら、テスト形式が変化したことで、テスト漬けになっていた学校生活から脱












































































































『早稲田教育評論第 28 巻第 1 号』早稲田大学教育総合研究所, 176 頁。 
Independent Schools Council, Fees, ISC Annual Census 2015, p.22.  
Best Schools co uk (http://www.best-schools.co.uk/) ＜2015 年 11 月 15 日＞ 
Independent Schools Council (http://www.isc.co.uk/search/?q=winchester+college)  
＜2015 年 11 月 15 日＞ 
Winchester College (http://www.winchestercollege.org/) ＜2015 年 11 月 15 日＞ 
 
 
３．２ イートン校（Eton College） 
（１）基礎情報 
【イートン校】  
創立年 1440 年、彼らは 1441 年に創設されたケンブリッジ大学の King's College に進学 
学校形態 完全寄宿制 
男女比 男子校 
学費 10,689 ポンド（1 学期あたり）、３学期制 
学生数 1190 人（1961 年度）、1320 人（2013 年度） 
卒業生 デヴィッド・キャメロン、カンタベリー司教、ケンブリッジ公ウィリアム 
 























・生徒は「国家青少年楽団」（National Youth Orchestra） に頻繁に参加 
演劇 ・毎年20以上の演劇を鑑賞する機会が提供される 















（２）ルイス校長との対談（John Lewis （1994～2002）） 
１）概要 
我校イートンは大変優れた学校です。1440 年にヘンリー６世が 70 人の王の為の学者養
成学校として設立しました。小規模の学校ですが大きな教会が付随しており、少しずつ規
模が大きくなり、現在では 1,280 人の学生がいます。女生徒はいません。全員が寄宿生で、
13 歳で入学し 18 歳で卒業します。今日では殆ど全員が大学に進学し、多くはありません

















































































































カレッジは他のハウスと区別された最も優秀な生徒 70 名（各年度に 14 名募集）しか入
学が認められない特別なハウスで、彼らは Colleger と呼ばれる。カレッジに住まない生徒















シュルーズベリー校（Shrewsbury School）は 1552 年、国王エドワード 6 世による王
室基金をもとにして設立された英国独立学校である9。2015 年現在、13 歳から 19 歳の生
徒が学んでおり、生徒数は 765 名である10。寄宿生が 499 名、通学生が 121 名で構成され
た混合型のボーディングスクールである。学費は寄宿制の場合、年額 32,820 ポンド（約
614 万円）、通学生の場合、年額 22,980 ポンド（約 429 万円）である。同校は 21 世紀を
迎え、伝統から革新へと方向を大きく転換させたパブリック・スクールであると言える。
元来男子校であったが、創立から約 450 年の時を超えて段階的に女子を受け入れることと
なった。2008 年にはシックスフォームで、また 2014 年からは 13 歳からの全学年におい
て女子生徒の受け入れを実現させた。また、2003 年には海外校となるシュルーズベリー・
インターナショナル・バンコクが創設され、3 歳から 18 歳までの生徒を受け入れている。 
 報告者は 2013 年 6 月 6 日、大佐古紀雄氏（育英短期大学・准教授）とともにシュルー
ズベリー校を訪問し、インタビューを実施した。インタビュー協力者は校長 A 氏とフラン
ス語主任 B 氏である。訪問時間の内訳は、前半が両氏へのインタビュー、後半はシックス














の中でも、21 世紀になって大きな変革を遂げた学校である。その 2 つが、共学化と海外進
























































































































Independent Schools Council 
(http://www.isc.co.uk/schools/england/shropshire/shrewsbury/shrewsbury-school)  
＜2015 年 11 月 15 日＞ 


















ベスⅠ世が 1 同校の後援者として新たにウェトミンスター校を開校した19。 
ウェストミンスター校には、2015 年現在 741 名が在籍しており、全体の約 4 分の 3 が
通学生である。募集人数は 13 歳入学が男子 120 名程度、16 歳のシックスフォームでの入
学が男女で 70 名程度となっている20。学費については、他のザ・ナインと差異はないが、
通学生では、奨学生を除く一般学生の場合、シックスフォームの方がそれ以前の学年より
若干高額な点が挙げられる。学費については 2015 年現在、寄宿制は年額 35,058 ポンド（年
間約 655 万円）、通学生は、それぞれ 13-16 歳が 24,276 ポンド（約 454 万円）、シックス
フォーム生が 26,322 ポンド（約 492 万円）である21。 














「私たちの学校には 13 歳で男子 120 人入学してきます。その後、16 歳の生徒は GCSE
を受験します。16 歳で新たに 70－75 人の生徒が入学してきますが、この時は女子の方が
多いです。190－195 人のシックスフォーム生がいるということになります。毎年 20－25
人がアメリカの大学へ行きますが、この数はここ 5 年で伸びてきています。学年 40－50％
− 74 −





































































































 代表生徒には、Headboy、Headgirl、 Monitors、Peer supporters に加えて各ハウスに
















藤田英典（1997） 『教育改革』 岩波新書, 156 頁。 
古阪肇（2014）「英国独立学校と大学進学 ―『グレート・スクールズ』を中心に」早稲田
教育評論第 28 巻第 1 号、172 頁。 
Westminster School; Further information 2013/2014, Leavers’ destinations 2012, p19.   
The Telegraph, 22 August2015.  
Independent Schools Council 
(http://www.isc.co.uk/schools/england/london-area/westminster/westminster-school/)  
＜2015 年 11 月 19 日＞ 
Westminster School  (https://www.westminster.org.uk/) ＜2015 年 11 月 19 日＞ 
 
 






学費 4,998 ポンドから 6,664 ポンド（1 学期あたり） 
学生数 600 人（1961 年度） 872 人（2013 年度） 
 
【マーチャント・テイラーズ校】 ミッション 学校のモットー ： Concordis Parvae Res 



















A level もしくは AS Level 科目： 
美術／デザイン 生物学 科学 コンピューター 装飾・服飾技術 経済 英語 英語と
英文学 英文学 フランス語 高等数学 地理学 ドイツ語 政治学 ギリシャ語 歴
史 ラテン語 数学 音楽 物理学 体育 心理学 宗教学 スペイン語 演劇 GE 
Extended Project  Qualification 
GCSEもしくはIGCSE科目： 
（必須科目）英語 英語と英文学 英文学 フランス語 数学 物理学 生物学 化学  
（選択科目）地理学 政治学 ラテン語 ギリシャ語 ドイツ語 スペイン語 デザイ
ン・テクノロジー 美術／デザイン 歴史 地理 音楽 宗教学 コンピューター ICT 







演劇 - 生徒は、役者や演出や監督、技術役として演劇に関わることが可能 
- 毎年、7から8の演劇が行われる 
- LAMDA Speechや演劇の授業の提供がある 
− 79 −













Cambridge、 Oxford、 UCL、 Imperial、 LSE、 Nottingham、 Birmingham、 Warwick、 




Andrewes、Clive、Hilles、Manoof the Rose、Mulcaster、Spenser、Walter、White 




































































































































３．６ ラグビー校（Rugby School） 
（１）基本情報 
【ラグビー校】  
創立年 1567 年 
学校形態 寄宿制・通学制 




通学生（学期）: £3,570 - £6,060 
学生数 
 
全体: 798 名 
男子学生                 女子学生 
寄宿生: 13 - 18 歳(371 名)          寄宿生: 13 - 18 歳 (277 名)  
通学生: 11 - 18 歳 (80 名)                  通学生: 11 - 18 歳 (70 名)  
Sixth form: 190 名                          Sixth form: 164 名 
 
【ラグビー校】 ミッション 
By praying, by working 
 学術的な卓越性への挑戦、責任感とリーダーシップ、精神的な自覚、幅広い活動への参加
を推進する教育コミュニティである。  






Year 7 (11+) では通学生の生徒のみを受け入れ、また、Year 9 (13+)とYear 12 (16+)からの入学が可
能 
- Year 7 (11+) では、筆記試験（国語と算数）に加え、与えられたテーマに対する300語の作
文（creative writing）が課される。また、面接試験も行われる。 
- Year 9 (13+)では、学校の成績表とverbal reasoning test（VRT）試験結果による選抜後、
面接による選抜が行われる。  





クリエィティブアート／デザイン 古典 演劇 経済／ビジネス 英語 Extended Project 地理
学 政治学 IT 数学 フランス語 ドイツ語 スペイン語 音楽 体育 PSHEe (Personal, 




音楽 器楽や声楽、聴覚や理論の指導、Sight-reading and sight-singingの技術、 室内楽団、 
オーケストラ、合唱、ジャズやロック、演劇音楽、作曲、学問としての音楽、 chapel 
tradition、 オルガン、コーラスの奨学金を目指す生徒のための設備がある。 

























9 歳から 11 歳までの生徒が通う学校を Lower school と呼んでおり、Upper school は 12
歳と 13 歳の生徒から構成されています。11 歳の終わりに GCSE の試験を受けます。国際
− 85 −




13 のハウス（寄宿寮）があり、他に通学生（Day student）のための寮が 3 つあります
















Cotton 1836 Bradley 1830 
Kilbracken 1841 Dean 1832 
Michell 1882 Griffin 2000 
School Field 1852 Rupert Brooke 1860 
School House 1750 Southfield（Day) 2005 
Sheriff 1881 Stanley（6th form） 1828 
Town House（Day) 1567 Tudor 1893 
Whitelaw 1838 Marshall House (Day, Y7 & 8) 11 歳～13 歳の
男女 約 30 名 
 
 
ハウスマスターやハウスミストレスは、12 年が最長で通常 10 年くらいで辞めるようで
す。また、マーシャル・ハウスは、男女共学で 7 年生（11 歳～）と 8 年生用の通学生用の




















































































































著名な政治家や芸術家を輩出してきたイギリスの男子パブリック・スクール X 校は 13















































はないが、1 学年約 160 人のうち、学業スカラーは 5～10 人程度、音楽・美術・卓越した




クラスは平均 12 人である。クラスレベル数は、数学、国語はそれぞれ 9～10 段階、必修










対する反応を調べるため、X 校在籍中の 3 人の日本人生徒を対象として 2014 年 12 月から
2015 年 1 月にかけて各々に約 30～45 分の面接を実施した。3 人は、日本の高校一年生相




 現在の成績は、A 君が全科目において高く、B 君、C 君には中位から中下位の科目が 1




























































































































３．８ チャーターハウス校（Charterhouse School）  
（１）基本情報 
1611 年創立で、1971 年から Six Form への女子の入学が許可される。 
 Fees per term:
 
  Boarding: £11,415
Day: Day boarding £9,433












Fifth Form (Year 9)  13 - 14   
806 名 
Day  47 名 
寄宿制 759 名 
（男子 674 名女子 132 名） 
（2012） 
 
Lower Shell (Year 10) 14 - 15  




Sixth Form (Years 12) 16 - 17 男子：30 
女子：75 












 動 から始まり、フィフスフォームのLQまで続く。 
○Pioneers：自立、リーダーシップ、チームワークのスキルを育てるための
活動。オリエンテーリングやチーム作り、応急処置、屋内登山、クッキング
など。○CCF（Charterhouse Combined Cadet Force）：軍事訓練と冒険的
な訓練 。責任感の質を促進するためのリーダーシップの力、自立、高い処
理能力、粘り強さを育てる。 


















●学期：1 年 3 期制度で、学期の事はクオーターと呼んでいる。 
Oration Quarter（演説学期）：9 月初旬から 12 月中旬、Long Quarter：1 月中旬から 3
月終盤、Cricket Quarter（クリケット学期）：4 月終盤から 6 月終盤、7 月初旬 
 

























































教員の大半が MA か BA を持っています。オックスフォードやケンブリッジの MA です。



























 問題について、また、この 1 週間にあったことを話し合います。新任教員は各部署でメン
ターと監督するパーソナルスタッフが付きます。しっかりした導入プログラムといえます。
受け持ちの生徒数ですが、生徒対教師の理想的割合は当校では教師１人に対し 8 名ですね。 





















































1 生徒数については、独立学校委員会（Independent Schools Council）の調査による。
http://www.isc.co.uk/search/?q=winchester+college（2015 年 11 月 15 日アクセス）ま
た、学費については、ウィンチェスター校のウェブサイトより筆者が算出している。
http://www.winchestercollege.org/fees （2015 年 11 月 15 日アクセス）           






2 独立学校委員会（Independent Schools Council）の年次報告書によると、同委員会に所
属している 1267 校の学費は、寄宿制学校（boarding schools）の寄宿生においては平均
30,369 ポンド（約 574 万円）、寄宿制学校の通学生は、16,902 ポンド（約 316 万円）、
通学制学校（day schools）の学費は 12,522 ポンド（約 234 万円）（すべて 1 ポンド＝
187 円で換算）となっている。（ISC Annual Census 2015, p22.参照） 
3 A レベル試験においてスコアが A または A*を取得した生徒の割合を元に表が作成され
ている。http://www.best-schools.co.uk/uk-school-league-tables/a-level-passes/ 
（2015 年 11 月 15 日アクセス） 
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10 生徒数については Independent Schools Council（独立学校委員会）の調査による。
http://www.isc.co.uk/schools/england/shropshire/shrewsbury/shrewsbury-school/
（2015 年 11 月 15 日アクセス）また、学費については、シュルーズベリー校のウェブ
サイトより筆者が算出している。http://www.shrewsbury.org.uk/page/fees（2015 年 11
月 15 日アクセス）なお、学費については、1 ポンド≒187 円で換算している。独立学校






13 2013 年に sky TV で放映されたハーロウ校のドキュメンタリーが注目を集めた。その
効果もあり、現在世界中から入学希望者が殺到し、入学選抜過程がより厳格化したとい


















18 この考え方については、質問し調査に協力して頂いた、Eton と Winchester に子息を
学ばせ、自身も独立学校出身であるイギリス人も同様の見解を示している。（Leading 
independent school について保護者の観点から質問紙に回答。2013 年 4 月実施。） 
19 ウェトミンスター校の歴史については、同校のウェブサイトを参照。Westminster 
School, History,  https://www.westminster.org.uk/about-westminster/history  
(2015 年 11 月 19 日 アクセス) 
20 生徒数については、独立学校委員会（Independent Schools Council）の調査による。
http://www.isc.co.uk/schools/england/london-area/westminster/westminster-school/
（2015 年 11 月 19 日アクセス）また、募集人数については、ウェストミンスター校の
ウェブサイトを参照。Westminster School, Admissions Policy, 
https://www.westminster.org.uk/admissions/admissions-policy  (2015 年 11 月 19 日 
アクセス) 
21 学費については、ウィンチェスター校のウェブサイトより筆者が算出している。
Westminster School, Fees  http://www.winchestercollege.org/fees（2015 年 11 月 19
日アクセス）  






24 Oxford Committee for Famine Relief の略で、オックスファム・インターナショナル
は、13 の組織から編成される貧困と不正を根絶するための持続的な支援活動を全世界
100 カ国以上で展開している団体。 
25 社会集団・民族などを特徴づける気風・慣習。習俗と呼ばれるもの（大辞林 第三版）。 
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 ４．フランスの学校 〜Lycée privé Sainte-Geneviève Versailles〜 
        私立リセ・聖ジュヌヴィエーヴ・ヴェルサイユ1 
（１）学校概要 
パリの西方、ヴェルサイユに位置する私立リセで、「ジネット（Ginette）」、あるいはイエ
ズス会の学校という意味で「BJ (Boîte à Jesuit)」とも呼ばれる2。1854 年に設立され、1913
年に現在の場所に移転した。後期中等教育課程は持たず、自然科学系および経済商業系の










MPSI（数学物理技術専攻）3 クラス；PCSI（物理化学技術専攻）3 クラス； 
PTSI（物理工学技術専攻）1 クラス；BCPST（生物化学物理地球科学専攻）1 クラス； 



















寄宿生活を教育活動の一部としている準備学級は珍しい。1 年生の宿舎は 2 人 1 部屋で、
建物は男女別に分かれている。1 年生を相部屋とするのは、初めて親元を離れて暮らす生
徒がほとんどであるため、生徒が孤独を感じるのを防ぎ、互いに助け合うことを学ぶよう

























【注】ウェブサイトの最終アクセス日は、いずれも 2015 年 11 月 19 日
 
1  筆者は、2012 年 9 月 26 日、2014 年 6 月 6 日に本校を訪問し、インタビュー調査および
学校施設の視察を行った。2 度の訪問調査に対応してくださった数学物理学専攻教務主










学校（École nationale des ponts et chaussées）、パリ中央学校（École Centrale Paris）が代
表的である。また、政治系ではパリ政治学院（Institut d'études politique de Paris ; Sciences 
Po）や国立行政学院 (École nationale d'administration ; ENA)、その他、高等師範学校







économique et sociale）、人文科学系（L: littéraire）、自然科学系（S: scientifique）に区分
される。進学先によって、必要とされるバカロレアの種類が異なる。準備学級のコース
と必要なバカロレアの関係について、次を参照：Ministère de l’éducation nationale, de 




4  Lycée privé Saint Geneviève Versailles « Mes moyens financiers ne me permettent pas de payer 
la pension ? Les solutions ! » （http://www.bginette.com/spip.php?article60） 
5  Lycée privé Sainte-Geneviève Versailles « La charte pédagogique » 
(http://www.bginette.com/decouvrez-lecole/la-charte-pedagogique-1) 





























































かに価値のあることに思える。                  
* 原文はフランス語。翻訳はレケナ小室・薫氏による。 





















































 成績はそう奇跡的に上がるものではなかったが、努力の甲斐が認められ、無事 2 年生に
進級。居心地が良かったせいか（苦笑）ジネットには満期３年お世話になった。 







筆者は 2014 年 10 月 28 日、29 日、31 日にかけて秦由美子氏（広島大学・教授）とと
もに、スイスにあるインターナショナルスクール 3 校で面接調査を実施した。面接応対者
とともに 3 校を訪問日順に列挙すると、以下のようになる。 
①ブリヤモン・インターナショナルスクール（Brillantmont International School） 
応対者： マーケティング部長 F 氏 
②ボーソレイユ・コレージュ・アルパン・アンテルナショナル 
応対者：管理責任者 S 氏     （Beau Soleil College Aplin International） 
③コレージュ・デュ・レマン・インターナショナルスクール 



























スケジュールに House Period という時間が設置されており、student leaders と呼ばれる
代表生徒主導の下、ハウス対抗形式のスポーツ大会など、様々なイベントを開催している。 

















が 15 名（そのうち 10 名は教職員の子弟）である。2015 年度現在、生徒の国籍は 40 か国









































主体の共学校である。生徒数は 2000 名を抱える大規模校であり、そのうち 240 名程度が
寄宿生である。国際機関に勤務する人材の子弟を受け入れる学校を創設したいという、ス
イスの地元当局の依頼を受け、クリバス（Clivaz）夫妻によって設立された。生徒の国籍
が 120 という他に類を見ないほど国際色豊かな学校であり、赤十字、WHO や WTO 等の
国際機関、あるいは JT、P&G といった多国籍企業に勤務する駐在員の子弟が多く在籍し
ている。学費は他のスイスの私立学校と同様に非常に高額であるが、親が所属する組織や





































ン校の場合 11-13 年生の寄宿生が 76,000CHF（約 930 万円）4、コレージュ・デュ・レマ
ンの場合、83,000CHF（約 1016 万円）が基本料金となっている5。ボーソレイユにいたっ
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 ては、制服代や遠征旅行費を含めると、年額 14 万－15 万 CHF（約 1710－1830 万円）に
なり、ル・ロゼとともに、世界で最も学費が高い学校として有名である6。 
最後に、ザ・ナインのような英国独立学校は大学進学準備校として有利なために、当該







Walford, G（1996）『パブリック・スクールの社会学 英国エリート教育の内幕』 （竹内
洋, 海部優子訳）世界思想社, 308 頁。 
Collège du Léman,  
http://www.cdl.ch/admissions/how-to-apply ＜2015 年 11 月 20 日＞ 
Beau Soleil Collège Alpin International, http://site.beausoleil.ch/＜2015 年 11 月 21 日＞ 
Brillantmont （http://www.brillantmont.ch/）＜2015 年 11 月 21 日＞ 
Meritas, http://www.meritas.net/ ＜2015 年 11 月 20 日＞ 





参照。Brillantmont, About Us, History,  




3 2013 度は卒業生の 48％が Tier1 か Tier2 の大学へ進学し、また 2014 年度はその合格率
が昨年度よりさらに⒒％上昇し、59％になったという。ちなみに、Tier1 はオックスブ
リッジやアイビーリーグを含む世界の最難関大学群である。 
4 いずれの学校も 1CHF≒122 円で換算（2015 年 11 月のレート）。寄宿生は、通常の長
期寄宿生に加え、週末は帰宅する週日寄宿制を選択することもできる。詳細は本校ウェ
ブサイトを参照。Admission & fees documents,  
http://www.brillantmont.ch/admissions.html (2015 年 11 月 20 日アクセス) 
5 インタビューによる。ウェブサイトにも詳細あり。Collège du Léman, How to apply? ,  
http://www.cdl.ch/admissions/how-to-apply （2015 年 11 月 20 日アクセス） 
6 ボーソレイユ S 氏のインタビュー内容より。1CHF≒122 円で換算。学費の詳細は同校
のウェブサイトにも掲載あり。当該箇所ではインタビュー時に伺ったものを載せている。 
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 ６．Independent Grammar Schools in Northwest England in Historical Context 
 
This paper aims to present an historical overview of the development of independent 
grammar schools, focusing on the region of the North West of England, especially the 
city of Manchester and the surrounding counties of Lancashire and Cheshire. The 
paper draws on some of the official histories that have been commissioned by these 
schools as well as visits to the schools by the author. This paper will chart the history 
of this type of school from the earliest pre-modern days up to the growth of state 
intervention in secondary education in the 20th Century. 
 
Secondary Education for the Urban Middle Class in England 
Before the advent of the industrial revolution and the growth of large cities in the 
north of England, education had been mostly under the control of the churches, 
especially the established church, and land-owning rurally-based elites. Educational 
Historian Andy Green has written about how newly-powerful social groups can 
challenge existing education systems either by creating their own set of new 
institutions to rival the existing ones, or by gaining political power and using the state 
to institute a top-down reform of the system. In the case of England, the rise of 
economic power by the new urban bourgeoisie was only partially (and belatedly) 
accompanied by a rise in political power. Electoral reform starting in 1832 gave them 
increasingly more representation in the House of Commons, but the House of Lords, 
which remained dominated by the landed aristocracy, was an obstacle until its power 
was reduced by the 1911 Parliament Act. Lacking political power, but with a growing 
abundance of economic wealth, the urban middle classes in England therefore adopted 
a piecemeal strategy of creating their own secondary school system (Green 1990: 69). 
This is a very important part of the story of the development of secondary education in 
England and is one reason why the nation ended up “with a system that nobody 
intended and which, rather than constituting a whole, is merely the sum of its 
constituent parts” (Green 1990: 70).  
 
Another feature of the growing English urban middle class is its liberal, individualist 
ideology. As Green argues, “English liberalism and laissez-faire were the crucial 
factors which gave the distinctive cast to English education development” (Green 1990: 
75). The first industrial revolution in England was achieved without a 
centrally-planned education system. The entrepreneurs who designed and financed the 
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 first factories, deep mines and railways did not see much need for state intervention. 
They adopted the same attitude when planning the schools to teach their sons. 
Protestant nonconformity was another feature of the new urban middle class, and 
something else which distinguished it from the mostly Anglican rural elites. Many 
business families were Methodist or Presbyterian. The result was that 19th Century 
England never developed a standardized middle-class secondary school to match the 
lyceé in France or the Reaslschule in Germany, Secondary schools in England 
remained financially independent of the State. 
 
（１）The Pre-modern Origins of Independent Grammar Schools 
Three grammar schools in the present study were founded during the 15th or 16th 
Centuries: Manchester Grammar School in 1515; Stockport Grammar School in 1487; 
and Bury Grammar School in circa 1570. The founders of all three schools were 
churchmen, reflecting the dominance of the church in educational provision in England 
at this time. Stockport Grammar School was founded in 1487 by Sir Edmund Shaa who 
set up a small school in St Mary’s Church, Stockport. In his will he provided funds for 
one priest who would teach Latin grammar to a small number of boys. The term 
‘Grammar School’ originates from this common practice of treating Latin grammar as 
the most important foundational subject to be taught to future ‘gentlemen’. Later the 
school was provided with by the mayor of Stockport and the curriculum was expanded 
to include Greek, English and arithmetic. The school’s historian, Benjamin Varley 
remarks that  “the school carried on a precarious (though useful) existence in poor 
inadequate buildings for so long that its mere survival is something to wonder at” 
(Varley 1957: vii). Additional funding was provided by the ‘Worshipful Company of 
Goldsmiths’1, and the school moved to a new larger site. Manchester Grammar School 
was founded on 2 July 1515, when Hugh Oldham, the Manchester-born Bishop of 
Exeter signed an endowment trust deed establishing the ‘Manchester Free Grammar 
School for Lancashire Boys’. A site was purchased in September 1516 and construction 
took place between April 1517 and August 1518. The original deed promoted “godliness 
and good learning” and established that any boy showing sufficient academic ability, 
regardless of background, might attend, free of charge. The school was situated near 
what was eventually to become Manchester Cathedral, then a collegiate church 
(Bentley 1990: 14-15). The original foundation provided a school house in the grounds 
of Manchester's Parish Church and two graduates (the 'High Master' and the 'usher') 
to teach Latin, and later Greek, to any children who presented themselves. The school 
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 was intended to prepare pupils for university and eventually the Church or the legal 
profession. There was often enough money to fund bursaries for pupils due to the 
custom of more wealthy boys paying fees that were used to subsidize those from less 
well-off families. 
  
（２）Independent Grammar Schools and the Growth of the Urban Middle Classes 
The huge social and economic changes brought about by England’s industrial 
revolution forced changes in the pre-modern grammar school system. Some schools, 
like Manchester Grammar School, were slow to change and almost left it too late. 
Historian of the school James Bentley notes the decline of enrollments between 1780 
and 1800, a period in which the original medieval small town of Manchester was fast 
being transformed into a large, sprawling city. He puts this decline down to the rise of 
a new “merchant class increasingly clamouring for an education in modern languages 
and science, neither of which the Manchester Grammar School was as yet offering” 
(Bentley 1990: 47).  
 
It is clear from an examination of the history of those grammar schools that were 
founded in the middle-ages and then were transformed by the social forces unleashed 
by the industrial revolution that their governors and head teachers always resisted 
any moves that might incorporate the schools into a system of ‘state-controlled’ or 
public education.2 This trend can be seen at the macro level of intellectual radicalism 
as well as the micro level of school governance. Andy Green discusses the influence of 
“the first pioneers of middle-class reform in England” in the late 18th and early 19th 
centuries, among whom he includes James Watt, Josiah Wedgwood, Joseph Priestly 
and William Godwin (Green 1990: 244). Green writes that “the main preoccupation of 
men like Priestly was clearly not with popular education but with the education of 
their own and other middle-class children (Green 1990: 145). Also, “the English 
educationalists were not talking about national systems. . . . and were certainly not 
friendly to the idea of state intervention in education” (ibid.). Green adds that “Priestly 
and Godwin both declared themselves to be against education becoming a function of 
the state which they believed would lead towards the imposition of uniform beliefs” 
(ibid.). 
 
（３）The Taunton Report 
The most extensive inquiry into secondary education in England was the Schools 
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 Inquiry Commission under Lord Taunton that reported in 1868 (MacLure 1965: 89-97). 
Its task was to study every kind of school between elementary schools and the nine 
‘great’ public (i.e. private) schools. The final report ran to 20 volumes. Its survey of 
endowed schools declared that the majority (nearly 2,200 in number) could not be 
called ‘grammar schools’ because Latin or Greek were not on the curriculum. This left 
705 proper ‘grammar schools’ (including the schools that are the subject of this report) 
in England at that time. Lord Taunton’s report proposed a new three-tier structure. 
Schools in the top tier would offer a classical education up to the age of 19, Second tier 
schools would provide a more modern education up to the age of 16. Finally the 
third-tier schools would offer just the ‘three Rs’ up to the age of 14. The tiers were 
deliberately aimed at meeting the educational needs of boys from different sections of 
the middle class. These proposals were only partially incorporated into the Endowed 
Schools Act of 1869.  
 
（４）The 20th Century 
Competition with Germany, France and the United States was a matter of great 
concern in the 20th Century. Compared to those three countries, England was slow to 
expand its secondary education sector. In 1914, out of every 1,000 pupils completing 
elementary school, only 56 went on to some kind of secondary school (McCulloch 2002: 
36). Independent grammar schools as well as the famous public schools came under 
attack for only accepting boys from elite sections of society. Some radicals within the 
newly emerging Trade Union movement advocated the abolition of all private schools 
as a way of achieving educational equality. They did not succeed in getting this 
accepted as policy by the Labour Party, but a compromise was reached in the form of 
the Direct Grant system. The 1944 Education Act set up a system of compulsory 
secondary education in a new system of modern schools, technical schools and 
grammar schools. It also allowed for up to half of the places at an independent 
grammar school to be taken by pupils whose fees would be paid for by the Local 
Education Authority.  
 
By the 1960s, the flaws in the three-tier system of secondary education were becoming 
clear. Many were opposed to the national ‘eleven plus’ exam because it sealed the 
educational fate of a young person at too young an age. Some local authorities began 
promoting comprehensive schools as the new model. The High Master of MGS, Peter 
Mason remarked at this time that “we shall do our best to co-operate with the State 
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 system. If we cannot co-operate, we shall have to exist on our own and we must be 
physically prepared” (Quoted in Watson 2015: 129). The changeover to a 
comprehensive-school system was a gradual one that started in the mid-1960s and 
carried on for over a decade. By the end of the process most direct grant schools, such 
as MGS, had opted for independence instead of accepting open access.  
 
In 1980 an Assisted Places scheme was introduced by the new Conservative 
government. MGS applied for places on this scheme equivalent to a quarter of the 
school’s annual intake (Watson 2015: 146) and by 1987 there were 280 boys on the 
scheme attending school. However, political uncertainty surrounded the scheme and 
the opposition Labour Party made it clear it would abolish it when it came to power. 
Thus it should not have come as a surprise when, following the landslide victory of 
Labour under Tony Blair in 1997, the Assisted Places scheme was ended. Some 
independent schools were unpreapred for this but MGS was not one of them. In order 
to continue to allow boys from limited financial backgrounds to attend the school, it put 
increasing efforts into raising private money to pay for bursaries. By 2013, the High 
Master, Martin Boulton, himself a former pupil of MGS who attended thanks to the 
Assisted Places scheme announced that the school had succeeded in raising enough 
money to provide 220 bursaries (Watson 2015: 174). 
 
（５）Conclusion 
The great changes that took place in the English education system in the 19th and 20th 
Centuries transformed but did not diminish the role of the independent sector in 
secondary education. “Throughout the twentieth century, in spite of the reports of 
commissions and committees and the policies of Labour politicians, both in opposition 
and in government, public and other fee-paying schools have continued to occupy a 
central position in English education and society” (Gordon, Aldrich and Dean 1991: 
210). More than one-third of candidates achieving three A grades at A level attend 
independent schools (Cooke and Woodhead 2002). The challenge for reformers is how 
to expand access to these schools without diminishing academic excellence. 
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1 The Worshipful Company of Goldsmiths was originally a medieval guild for the 
goldsmith trade based in London, The guild founded or endowed several schools and 
educational institutes including the ‘London Technical and Recreational Institute’ 
which later changed its name to Goldsmiths University of London. 
2 It is always important to distinguish between the independent grammar schools – 
that are the subject of this paper – and the state-sponsored grammar schools that were 
set up as a consequence of the 1944 Education Act, a small number of which still 
remain. 
− 119 −




































Fostering Humanity and Leadership in Distinguished Schools: 
Lessons from Japan and Three European Countries 
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SASAKI****, Hajime FURUSAKA*****, and Naomi MATSUBARA****** 
 
This document aims to comprehensively investigate the “human nature recharge and 
leadership education” in Independent and grammar schools in the United Kingdom in 
comparison with other counterparts, and to discuss how the results of this study can be applied 
to education in Japan.  
In the United Kingdom, nine public schools were studied: Westminster, Winchester, Eton, 
Harrow, Rugby, Charterhouse, Merchant Taylors, Shrewsbury, and St Paul’s.  Also some 
independent grammar schools were studied.  One of these schools, Manchester Grammar 
School is the alma mater of one of the researchers, Robert Aspinall.  In France and Switzerland, 
distinguished schools were also targeted and site visits were conducted. 
Eight of Japan’s prestigious integrated middle and high schools were studied: Azabu High 
School, Ohyu Gakuen Girls’ Junior and Senior High School, Kaisei Academy, Keio Senior High 
School, Koyo Gakuin, Nada Junior and Senior High School, La Salle High School, Waseda 
Junior and Senior High School.  Hibiya and Toyama High Schools were also studied.  After 
the Second World War, the high school system predominant during Japan’s Westernization 
movement was abolished without proper thought.  Bearing this in mind we conducted an 
analysis of the development of secondary schools in the United Kingdom. 
Summaries of the findings of these school visits provide not only recommendations to the 
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